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表 1. 3時点間の特徴語 





























































































表 2. 2時点間の特徴語（97-98/07-08）                      表 3. 2時点間の特徴語（07-08/17-18） 




























連携 .030   自治体 .030 
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して整理する。哲西町は岡山県西北端にあり，人口 2,550人，高齢化率 42％である。平成 3年から 7年にかけて総
合福祉施設（特別養護老人ホーム，ショートステイ，ケアハウス，高齢者生活福祉センター，在宅介護支援センタ
ー，ホームヘルプステイション，デイサービスセンター，老人憩いの家，ビリヤード場，グランドゴルフ場）を新
設し，在宅福祉と施設福祉が一元的に整備された。平成 13 年（2001 年）に，保健医療福祉のほか行政，教育，文
化など各種機関を一箇所に集約した全国でも全く新しいタイプの複合施設「きらめき広場・哲西」〔役場本庁（平
















































































平成 29 年告示小学校・中学校学習指導要領及び平成 30 年告示高等学校学習指導要領は平成 27 年 8 月の論点整
理8の段階から，変化を予測することが困難な社会を生き抜くための資質能力を育てることを目的にした「社会に開
かれた教育課程」が重視され，改訂の基本方針として示されている。特に，文部科学省中央教育審議会の答申（平





















8 文部科学省教育課程特別部会「論点整理」平成 27年 8月 26日から文部科学省中央教育審議会「次期学習指導要
領等に向けたこれまでの審議のまとめ」平成 28年 8月 26日，文部科学省中央教育審議会「幼稚園，小学校，中学
校，高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）」平成 28年 12月 21
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A Possibility of Region/Community as a Resource: Interaction between Community and Communication 
Tadayuki WAKI, Shigeru TAKANAGA, Naotaka TANIGUCHI 
 
It has been a long time since globalization was promoted. But geographical condition still has significance. This paper 
examines the interaction process between region/community and communication from the viewpoint of “resource”. Therefore, 
we tried various analyses by taking multiple approaches. As a result, we showed some issues (e.g. the coexistence with “hope” 
and “despair”/transformation of the community through narrative/educational evaluation) concerning the interaction process and 
the problems that they have.  












































対象者 大学生 52名（男性 29名，女性 23名），平均年齢 20.77歳（SD=1.00）。 







定」，「第 2因子 被援助への抵抗」，「第 3因子 被援助への懸念」の 3因子であり，「１．全く当てはま
らない」～「５．よく当てはまる」の 5件法で回答を求めた。ストレスコーピング尺度（日下部，2017）
は「第 1 因子 問題解決行動」，「第 2 因子 サポート希求」，「第 3 因子 回避行動」，「第 4 因子 気ぞ
らし」の 4因子 25項目から構成され，使用頻度を「１．ほとんど行わない」～「４，よく行う」の 4件
法で回答させた。一般性セルフエフィカシー尺度は「行動の積極性」，「失敗に対する不安」，「能力の社会
















被援助志向性尺度の下位因子の平均値は「第 3 因子 被援助への懸念」が 3.47(SD=.47)と最も高く，
「第 1 因子 被援助への肯定」，「第 2 因子 被援助への抵抗」が続いた（Table 1）。またストレスコー
ピング尺度の下位因子の平均値は，「第 3因子 回避行動」が 1.84(SD=.51)と最も高く，次に「第 1因子 
問題解決行動」，「第 4因子 気ぞらし」と続き，最も低いのは「第 2因子 サポート希求」であった。自






するために，Pearsonの積率相関係数を算出   
した結果（Table 2），被援助志向性尺度の「第  
2因子 被援助への抵抗」はコーピング尺度 
「第 1因子 問題解決行動」との間に有意な 
弱い正の相関関係が，また被援助志向性の「第 







の「第 2因子 被援助への抵抗」とセルフエ 
 









































































 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩
①STAI
②援助スタイル1 .43 **
③援助スタイル2 .45 *** .66 ***
④援助スタイル3 .17 .36 ** .16
⑤コーピング1 -.10 .23 .33 * .15
⑥コーピング2 -.14 -.02 .17 .22 .14
⑦コーピング3 .15 .23 .23 .20 .28 .23
⑧コーピング4 .03 .17 .11 .25 .33 * .16 .18
⑨セルフエフィカ
シー1
-.34 * .15 .01 .12 .31 * .23 -.20 -.20
⑩セルフエフィカ
シー2
.69 *** .45 *** .43 *** .26 -.01 -.03 .17 .18 -.24
⑪セルフエフィカ
シー3
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相談研究，35(3),209-262. 




水野 治久・石隈 利紀（1999）.被援助志向性，被援助志向性，被援助行動に関する研究の動向 教育
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Although not a few university students have problems such as academic work and interpersonal relations, most 
students seemed to have not get adequate support. It is hard to say that most students with problems use the 
student counseling room. In this study, the questionnaire survey was conducted to clarify the factors that 
prevent students from taking action for support. The results showed most students felt the concern about help-
seeking behavior, that made them to avoid from solving problems. 











用に関するルールを定めている家庭は小中学生で 5割から 8割ほど，成人で 4割程度であること，インターネット上で危険等を感じた
経験を持つ者は小中学生で 2 割前後，成人で 7 割程度いること等がわかった。小中学生と年齢が近い大学生がサイバー防犯ボランティ
ア活動を行うことの意義とその効果を論じる。 


























































ップル社製 iPod，ソニー社製Walkman等），ゲーム機（任天堂社製Nintendo Switch，任天堂社製ニンテンド 3ーDS，
ソニー社製PlayStation 4等），インターネット接続テレビ（パナソニック社製VIERA，シャープ社製AQUOS等），











調査対象者のうち，使用経験のあるインターネット機器について，回答数（N r = 30）における各機器の割合（％）
を算出した。その結果，タブレットが最も高く30.0％（9名），スマートフォンとゲーム機が同率で23.3％（7名）




































































 次に，インターネットの使用理由について，回答数（Nr = 439）における使用理由の割合（％）を算出した結果，







 インターネット使用における家庭のルールについて回答した者は，159名中 127 名で 79.9％であった。得られた
回答を内容別に分類したところ，大きく「使用する時間数や時間帯の制限」，「課金の禁止」，「知らない人とのやり
取りの禁止」，「個人情報の公開禁止」，「使用場所の制限」，「アカウント登録や書き込みの制限」，「その他」が挙げ
られることが分かった。回答者（n = 127）における各ルールの割合（％）を算出した結果を，Figure 5に示した。「1











































































 次に，インターネットの使用理由について，回答数（Nr = 34）における使用理由の割合（％）を算出した結果，
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Current Status and Issues of Cybercrime Prevention Activities  
by Volunteer University Students 
 
Yoko SARAGAI Akemi OSUGI Shinji HIRA 
 
This paper reports the results of three surveys conducted in the cybercrime prevention education by volunteer students of 
Fukuyama University. The results show that all participants have experiences using the Internet and most of them have their own 
internet device. It was also found that about fifty to eighty percent of elementary school students had a domestic rule regarding 
using the Internet, and about twenty percent of them had encountered dangers inherent in the internet use, whereas the survey for 
adults about former item resulted in forty percent and the result was seventy percent in the latter item. Finally, the issues and the 
future prospects for volunteer activities by university students were discussed. 
 
















































ているのが，隠匿情報検査（concealed information test : CIT）である。CITは，裁決質問と呼ばれる犯罪事実を示す質
問 1つと，非裁決質問と呼ばれる犯罪事実ではないものの，裁決質問と同じカテゴリに含まれる複数の質問を組み
合わせて作成され，各質問の呈示順序を変えながら複数回行われる（財津，2014）。また，検査時点で検査者が事件












conductance response: SCR）， 心拍数， 規準化脈波容積 （normalized pulse volume: NPV），呼吸運動といった複数の
測度を同時に測定している（松田，2016）。また，犯人特有の反応パターンとして， SCRの振幅増大，呼吸振幅の
抑制，呼吸速度の減少，呼吸の停止，心拍の減少，NPVの減少などが挙げられる。 































上各部位に皿電極を電極糊で固定し，基準電極は両耳朶として導出し，時定数3 s ，高域遮断フィルタ100 Hz で増
幅した。そして，サンプリング周波数 500 Hz でA/D 変換したデータをハードディスクに保存した。上下方向の眼
球電図（electrooculogram : EOG）は左眼窩上下縁部から導出し，脳波に影響するアーチファクトを監視した。ERP 
は，刺激呈示前200 ms から刺激呈示後800 ms の1000 ms 間を加算平均の対象区間とした。刺激呈示前200 ms の
区間を基線として，基線から ± 100 μV を超える電位を含む試行は自動的に分析から除外した。 
刺激 顔写真は1 m 離れたノートパソコンのディスプレイ上に刺激構成比1：3（probe : irrelevant）で呈示した。
なお，probe項目は模擬テロ攻撃シナリオ課題中に呈示された顔写真，irrelevantは脳波測定中に初めて呈示した顔写
真とした。刺激呈示時間は900 ms ，刺激間間隔は2000 ms ± 20 % とした。顔写真は「顔表情データーベース2017」



















  逃走が成功した場合，こちらから連絡を取るまで他県で待機せよ 






















他の3名の顔写真を irrelevantとした。総加算平均波形をみると，probeにおいて500 – 600 ms 付近で最大の陽性波
が見られている。 
 
Figure 2. 全参加者における総加算平均波形 （Pz） 
 
次に，probeと irrelevantに対するP300振幅の最大値の平均を示す（Figure 3）。t検定の結果，irrelevant に比較し

























 Figure 3. 項目別のP300最大振幅（エラーバーは標準誤差） 
 
次に，probeと irrelevantに対するP300潜時の平均を示す（Figure 4）。t検定の結果，probeと irrelevantの間に有意
差は認められなかった（ t（19）=  1.586，p ＝.129，d  = . 382）。 
 
 





















































Table 1. 各顔写真に対するP300振幅（単位は μV） 






3 名の顔写真の女性を irrelevant と分けて加算平均波形を求めた。その結果，probe に対する P300 の最大振幅が，
irrelevant に比較して有意に大きいことが示された。probe（1名分の平均波形）と irrelevant（3名分の平均波形）に
対する個人別のP300最大振幅は，probeが irrelevantよりも85％で大きくなっていた。これらの結果は，末梢神経系










刺激に対して，CIT の probe に対する P300 振幅がより増大することを見出している。また，Ben-Shakhar & Elaad
No.1 No.2 No.3 No.4
1 6.053 1.634 5.378 1.897 〇
2 5.382 10.336 5.107 5.740 〇
3 2.485 5.099 2.397 0.309 ×
4 -0.996 -0.542 -1.828 1.763 〇
5 8.450 3.588 6.042 8.176 〇
6 -2.519 4.374 1.637 2.664 〇
7 5.038 5.466 1.790 3.397 ×
8 6.412 1.947 1.546 8.634 〇
9 9.649 6.050 6.233 4.218 〇
10 1.389 2.775 1.546 1.160 〇
11 2.061 1.683 5.515 0.981 〇
12 5.088 3.927 4.271 4.313 ×
13 5.286 2.798 4.584 5.969 ×
14 13.630 8.729 11.718 13.721 ×
15 4.397 2.519 1.519 5.634 ×
16 1.000 1.821 -0.164 4.401 〇
17 6.794 5.057 10.542 1.584 ×
18 0.508 4.588 8.588 4.786 ×
19 10.714 2.744 14.760 8.737 〇
20 3.969 7.515 1.863 5.088 ×
M 4.740 4.105 4.652 4.659 11名 55％
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Detection of Terrorist Perpetrators Using the Searching–Concealed Information Test with Facial Photographs: 
An Event-related Potential Study 
 
Shinji HIRA and Mai OKAZAKI 
 
The purpose of this study was to examine the effectiveness of the searching-CIT (SCIT) in a mock terror attack scenario task using a P300 component of 
the event-related potential as an index. To achieve this, we devised a test for noncooperative terrorists and adopted a passive paradigm of simply presenting 
photographs of faces, including those of mock terrorist perpetrators, on a monitor. As a result, P300 peak amplitudes were found to be significantly larger in 
the photographs assigned to the terrorist perpetrators (probe) than in the photographs unrelated to the terrorist (p <.001). This result suggests that the P300-
based SCIT can extract information about terrorists from a group of terror suspects.  

























































































  話し手： あんなことを言われて……，がっかりしたんです。 
  聴き手： がっかりしたんですね。 
































  話し手： そりゃあ確かに正論だけど，あんな言い方しなくてもって思ったんです。 
  聴き手： ……何だかとても理不尽な感じがして，戸惑われたんですね。 

























































素としてRogers, C. R. (1957) の挙げた，無条件の積極的関心 (unconditional positive regard)，共感的理解 (empathic 
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  Among several basic communication techniques for effective psychotherapy, it is particularly important to utilize techniques 
dealing with client’s emotions, for they allow the clients to feel more accepted by the therapist. In turn, the clients open their 
hearts to the therapist and explore inside themselves. This article considers those basic, important techniques for empathizing 
and getting closer to the client’s emotions. 
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